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I 緒畠

2000年9月13----30日オーストラリアで開催されたシドニー五輪男子サッカー競技は、各大陸

予選を勝ち抜いた15チームに開催国オーストラリアを加えた16チームが参加、 4チーム・ 4グ

ループでのグループリーグを行い、各グループ上位2チームがノックアウト形式(延長Vゴー

ル・ PK戦)による決勝トーナメントに進出する方式で大会が行われた。

出場資格は1977年 1月1日以降生まれの選手 (23歳以下)となり、前回アトランタ大会同様

各チーム 3名まで年齢制限を受けない選手(いわゆるオーバーエイジ)が出場可能となった。

今回、このオーバーエイジ枠を使用しなかったチームは5チーム、イタリア、チェコ、ホンジュ

ラス、スペイン、ブラジルであった。日本五輪代表チームは前回大会はオーバーエイジ枠を使

用しなかったが、中田英、松田といったアトランタ経験者に、オーバーエイジのGK楢崎、 D

F森岡、 MF三浦の 3選手を加えた史上最強との呼び声高い布陣で臨み、メキシコ五輪以来32

年ぶりのメダル獲得を目指した。グループリーグDではブラジルが1位、日本は 2位で決勝

トーナメント進出を果たし、決勝トーナメント 1回戦ではUSAに対して先手をとる試合展開

となったが、リードを守りきれず延長、 PK戦の末惜敗した。決勝は1999年FIFAワールドユー

ス選手権決勝で日本を破ったスペインとカメルーン、延長PK戦の結果カメルーンの初優勝で

あった 1.2)。

フェアープレーを推進 3めする国際サッカ一連盟 (FIFA)では、①競技者の安全を守り、ス

キルフルなプレーを保証する、②得点の機会を増やす、③実質的インプレ一時間を長くする 6)、

などを意図してルール改正および覚え書き等を逐次世界各加盟の国および地域協会に通達し

ているが、その中でも試合時間の消耗・浪費η いわゆる時聞かせぎ3)8-14) を防ぐべく指導して
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いることは周知の通りである。悪質なファールの追放とロスタイムの発生を避けることは当然

のこととし、試合時間90分の中でより密度の高いプレーを展開するために、実質の試合時間、

インプレー時間をより多く確保せねばならないことは言うまでもない。この試合時間の浪費防

止の改善策として、 FIFAでは1995年6月の第2回女子W杯世界選手権スウェーデン大会でマル

チボール方式 15，16)を試行し、その後の国際大会でも見受けられ、 1996年には実際のプレーイン

グタイムの増加を促進するための指示 17)、さらに1997年の競技規則改正ではプレーの再開を遅

らせることは警告となる違反 18、19)として改善をはかり、さらに1998年W杯フランス大会からレ

フェリングでは無用なトラブルを防ぐためにロスタイムの表示 20)を導入している。

このように試合時間のっちインプレ一時間がいかに確保されているのか、そのためのアウト

オブプレーの出現とその処理などに関する先進の研究は、女子サッカーでは大学女子 21)、国際

女子 22・26)、男子サッカーでは全国高校27.2的、天皇杯30)、Jリーグ 31)、アジア大会 26)、W杯ア

ジア地区最終予選 32)、W杯 33.36)、スペインリーグ 37)およびイタリアセリエA38)などの報告が

ある。今回は従来の報告を踏まえ、日本五輪代表チームと対戦チーム別さらに競技規則改正の

影響などこれら基礎的な資料を2000年シドニ一五輪男子サッカーのグループリーグD組および

決勝トーナメント 1回戦の日本関係試合から得ょうとしたのでその一部を報告する。

E 方法

1)対象試合;2000年 9 月 13~30 日開催のシドニ一五輪2000男子サッカー競技のグループリー

グD組のうち日本五輪代表チーム出場試合の3例、および各グループ上位2チーム計8チーム

による決勝トーナメント 1回戦日本対USAの総計4例 (000G Jと略)とした(表1)。こ

れらはいずれもNHK衛星第 1で放映されたものである。

2)データ収集;①試合をVTR録画し、再生した画面にフレームカウンタ FC-60Sを同調

させ、時間に換算してインプレー及びアウトオブプレーの出現要因(種類)及ぴ時間を計測し

た。なお、収録されたVTRのうち 1試合を90分間として統一するために延長及びロスタイム

を除いた 39)。

②インプレーおよび、アウトオブプレーの区分は、 InternationalFootball Association Board 

(国際サッカー評議会)制定の iLAWS OF THE GAME (サッカー競技規則)Jの1999/2000

年版の第9条インプレーおよぴアウトオブプレー、第8条プレーの開始および再開、第5条主

審、第6条副審、および第7条試合時間などに従った。

③アウトオブプレーの出現要因の種類は、前述の各条項に加え、第10条得点の方法、第11条オ

フサイド、第12条反則と不正行為、第13条フリーキック、第14条ペナルティキック、第15条スロー

イン、第16条ゴールキック、および第17条コーナーキックなどに従い、要因 1.スローイン (T

H)、要因II. フリーキック (FK)、要因ill. ゴールキック (GK)、要因N. コーナーキック

(C K)などとし、さらに要因V.その他 (OTH) としてV-l.ゴールイン (G1 )、 V-2.

インジ、ユリータイム(1 N J)、V-3.警告 (C)、V-4.退場 (S0)、V-5.選手交替 (SUB)、
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V-6.その他 (0t h) の6種類を一括した。

④さらに、要因n.FKではゴール前で得点をねらうシュート場面とその他に区分し、要因m.
GKではピッチのゴールからゴールまでを4等分し、自陣ゴールから 1/4までの距離のGKを

ショート GKとし、 これを越えたGKをロングGKとした。

⑤アウトオブプレーの対象区分では、 日本五輪代表出場試合の 4例は日本五輪代表チーム

(J P N)および対戦チーム (OPPO)の2区分とした。

3)分析項目;インプレー及びアウトオププレ一時間とその比率。アウトオブプレーの要因別

出現回数及び所要時間とその比率。アウトオププレーの時間区分別生起率などとした。

E 結 果

インプレーとアウトオブプレ一時間の比率

ロスタイムを除いた試合時間の前半45分、後半45分、全90分のインプレーとアウトオブプ

レーの l試合当り平均時間について表1よりみると、 000G Jではインプレ一時間は50分35秒

の56.2%であり、 アウトオブプレー時間は39分25秒の43.8%であった。これを前・後半別にみ

ると、インプレ一時間では51秒と前半に対して後半の減少であった。

000 G Jのアウトオブプレー時間のなかでは、日本 (JP N)は20分58秒の23.3%であり、

対戦チーム (OPPO) の18分18秒の20.3%に対して2分40秒の3.0%と大であった。

000 G Jのインプレーの l回当りの持続時間は24.9秒 (SD:23.3，n:488)であった口一方、

アウトオププレーの l回当りの所要時間は17.7秒 (SD:11.3，n:534)であり、 JPNの18.7秒

(SD:11.3， n:269)はOPPOの16.8秒 (SD:11. 9， n: 262)に対して1.9秒の大であったが有

意差はみられなかった。

T油1e1. Percentage and Time of In-P1町 andOut-of-P1町 perMatch 

In-P1ay 加t-of-P1ay
TLoimst e 

Time Continuous 

Tofim回ech Time Time 
of田 ch mln: 

mln:sec % sec n mln:sec % sec n sec 

OOOGJ 1 s t 26:48 59.6 26.5 60.8 18:12 40.4 17.0 64.3 02:41 

O P J P P N O 89::428I2190..681167..8 3 3321..5 5 

OOOGJ 2nd 23:47 52.9 23.3 61. 3 21:13 47.1 18.4 69.3 04:50 

O J P P P N O 128::51072197..902106..4 3 3335..8 0 

OOOGJ 蔽l01e 50:35 56.2 24.9 122.0 39:25 43.8 17.7 133.5 07:31 

O J P P P N O 
20:58 23.3 18.7 67.3 
18:18 20.3 16.8 65.5 

not田)おおaz:::nm1322nTZJ蹴ぷ鴻?納超特JjOOM凶11蜘 1
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2 アウトオブプレーの要因別回数および時間の生起率

1試合当りのアウトオブプレーの要因別出現回数について表 2および図 lよりみると、最も

多いのはFKの44.8回・ 33.5%であり、次いでTHの44.3回・ 33.1%、さらにGKの19.5回・

14.6%、OTHの14.8回・ 11.0%の順であり、最も少ないのはCKの10.3回・ 7.7%であった。

1試合当りの要因別出現回数の比率ではFKとTHおよびGKとOTHの聞を除き、他の要因

別間にはいずれも顕著に有意差 (Pく0.001)がみられた。

要因V.OTHのなかのV-1---V-6の区分ではG1、INJ、C、SUBおよびOthなどは

1. 0---4. 5回の0.7---3.4%であり、 SOは出現しなかった。これら要因V. OTHのなかの6区

分の各要因は出現回数が少なく、要因 I---Nに対していずれも顕著に有意 (Pく0.001)に小で

あった。

JPNとOPPOとの比較では、 JPNのFK25. 3回・ 18.9%はOPPOのFK19. 5回・

14.6%に対してやや有意 (Pく0.1)に大であったが、他の要因ではいずれもほぼ同じであっ

た。

Tab1e 2. Occurred胤lsIb町叩dTime at each Factor of Out-of-P1ay per Match in OOOGJ 

E 国 W V v 0百i

F配句r 百i FK GK CK 0百f V-1V-IN2JV-3Vm-4Vs-m 5V-6 
Tota1 GI INJ C 仇h

OOOGJ n 47343:..031434.8194..56170..371141..8031l9 3o3o.-5 21..9543..0043..4500..0022..83 101..0 7 % 
0133:4.7561:294:048:06:20 5 Time R明uir剖 min:sec 1:25 3:42 1:41 0:00 1:03 0:15 

% 179..853148..952106..052103..832302..95lo1o7.-0 7 333..96595..46242..2300..00223..07105..0 6 Time per Action sec 

JPN n 22.325.38.864.56.9 567.3 1.32.01.80.0。1.50.0 
% 16.78184.936.3.454.0 55 0.4 09651.6130-1.710帥0 8 0 T ime Required min: s配% 3:5.83:2:531:53:3..40 1 2:58 O:31545:5.2701:4.07000:0..00 0 0:20: 

Time per Action s舵 190.42220..71179..37245..96393183..2 7 28.8.822.9171.810 0 

O P P O n % 226.0551149:0..63510.85.875.564895: .5 1 01..9321..0522..800..0001..9300..3 2 8.1 4.3 5.6 
T ime Required min: sec 31:083:3712:0.83 4:23118 0:491:51 1:011 0:000:370:06 

% 87..951125..86290..21225..433151..014166..8 4 392..01545..47222..6000..00291..25250..0 3 Time per Action sec 

1試合当りの要因別所要時間では、最も長いのはFKの13分47秒の34.9%であり、次いでO

THの8分06秒の20.5%、さらにTHの7分00秒の17.8%、GKの6分29秒の16.5%の順であ

り、最も短いのはCKの4分04秒の10.3%であった。

要因別の l回当りの所要時間について表2および図 2よりみると、最も長いのはoT H32. 9 
秒であり、次いでCKの23.8秒、さらにGKの20.0秒、 FKの18.5秒の順であり、最も短いの

はTHの9.5秒であった。要因V. OTHのなかのV-1---V-6の区分では、 1 N Jの55.6秒が

最も長く、次いでG1の33.9秒であった。さらに SUBの23.0秒、 Cの22.3秒およびOthの

15.0秒などであった。これら 1回当りの所要時間の要因別間の有意差では、 3位GKと4位

FKとの聞を除き、他の要因別聞にはいずれも有意差 (P< 0.05)がみられた。

JPNとOPPOとの比較では、 JPNはTHの10.4秒およびFKの20.7秒などがOPPO



135 

に対してそれぞれ2---5秒と長く明らかに有意 (Pく0.01)に大であり特徴的であった。この

FKを少しく詳細にみると、ゴール前での得点をねらうシュート場面では JP N37.1秒>OP

P 030.3秒であり、その他ではJP N16.1秒>0P P 012.9秒 (Pく0.01)とその他でJPN

は明らかに有意に大であった。
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Fig.2 Time per Action of each Factor of Out-of-P1ay 

3 アウトオブプレーの時間区分別生起率

アウトオブプレーの l回当りの所要時間の時間区分別出現回数の比率を図3よりみると、

000 G Jでは最も多いのは10---20秒の33.1%であり、次いで10秒未満の28.1%、さらに20---30

秒の27.3%の順であったO 最も少ないのは30秒以上の11.4%であった。これら上位3区分の問

では、 10---20秒と20---30秒との間に有意差 (Pく0.05)がみられたが、他の区分間には有意差

はみられなかった。なお最下位の30秒以上と他の3区分との間にはいずれも顕著に有意差

(P O. 001)がみられた。
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各時間区分毎にJPNとOPPOとを比較すると、 10秒未満ではOPPOの16.7%はJPN

の11.0%に対して約 6%と多く明らかに有意 (Pく0.01)に大であった。なお、他の3区分に

は有意差はみられなかった。

この10秒未満を少しく詳細にみると、要因別ではTHの24.8回・ 55.9%およびFKの10.3

回・ 22.9%などが他のGK、CK、OTHなどの0.5'""1.3回・ 4.9'""6.4%に対して顕著に有意

(Pく0.001)に多かった。しかもこの10秒未満のJPNとOPPOの比較では、 THはOPPO

14.5回・ 32.8%>JPN10.3回・ 23.2%(Pく0.05)、さらにFKでもoP P 06.5回・ 14.5%>
J P N3. 8回 .8.4%(Pく0.1)とOPPOが共に有意に大で特徴的であった。

% 

40 

。

お1

O~ lO 1O ~20 

※※p<O.Ol 

20~30 

-∞OGJ n:534 
圏 JPN

図 OPPO

30~ sec. 

Fig.3 Percentage of Division of Time at Out-of-Play 

IV考察

ロスタイムを除いたインプレーとアウトオブプレ一時間の比率では、 1994年USA大会、

1998年フランス大会 (98WC)などのW杯決勝トーナメント全試合的の57-61%対39'""43%、

さらに日本代表チーム出場試合の1997年W杯アジア最終予選制 (97WA)および1998年W杯フ

ランスの予選リーグH組制 (98WCJ)などの60%対40%、1999年シドニ一五輪アジア地区最

終予選 (99U22)の59%対41% 4めなどの報告がある。これらからも今回のシドニー五輪男子

サッカー (000G J )の56%対44%は、先述の各大会などとほぼ類同していると言えよう。

インプレーのl回当りの持続時間では、今回の000G Jの24.9秒は98WCの29.6秒に対して約

5秒と短く顕著に有意 (Pく0.001)に小であった。さらに97WAの26.4秒および98WCJの26.8

秒などに対しても約2秒と短いものの有意差はみられず、 99U22の24.9秒 (S024.2，n:509)と

同じであった。

一方、アウトオブプレーの 1回当りの所要時間では、 000G Jの17.7秒は98WCの17.3秒、

97WAの16.6秒および98WCJの16.7秒などとほぼ同じであったが、 99U22の16.3秒 (S010.8，

n:548)に対しては1.4秒と多く有意 (Pく0.05)に大であった。なお、 000G Jの日本 (JP 
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N) 18.7秒は97WAのJPN16.9秒、 98WCJのJP N16.2秒および99U22のJP N15.4秒

(S010.4. n: 261)などに対して約2---3秒と長く有意 (P<0.05)に大で特徴的であろう。

図4より、インプレーの l回当りの持続時間を少しく詳細に時間区分別生起率でみると、 30

秒未満が最も多く、 OOOGJ は69.7%と2/3強であった。これは97WA、98WCJおよび99U

22などの67.8---70.4%とほぼ類同し、 98WCの63.9%よりも多く有意 (Pく0.05)に大であっ

た。逆に、最も少ない60秒以上では000G Jは9.8%であり、 97WA、98WCJおよび99U22

などの9.6---11. 3%と類同し、 98WCの12.8%に対して少なくやや有意 (P<O.l)に小であっ

た。なお、 30---60秒では000G Jの20.5%は他のいずれもとほぼ同じであった。

以上のことから、今回の000G Jでは 1試合当りのインプレ一時間は97WA、98WC]、99

U22および98WCなどと同じであり、インプレーの 1回当りの持続時間では日本関係試合の97

WA、98WCJおよび99U22などと類同しているが、 98WCに対しては短いものと考えられよ

う。このことは、 000G Jの試合中の中断回数つまりアウトオブプレーの l試合当りの出現回

数134回が98WCの121回よりも多くやや有意 (Pく0.1)に大であることによるものと推察さ

れよう。

0---30 sec. 30---60 60---

0n0:O4G8J 8 9.8 

つつつ VIIIA12.8 

97 WA 
n: 1095 

98 WC] 
n: 363 

99 U22 
n: 509 

。 50 100% 

※pく0.05 ※※p<0.01 

Fig.4 Percentage of Division of Time per Action of ln-Play 

アウトオブプレーの要因別出現回数では、比率の多い順に今回の000G]はl位FKの

34%、2位THの33%、3位GKの15%であった。この順位は世界の86---94WC 34.35)、98WC

J、スペインリーグ 37)およびイタリア・セリエA測などの 1位FKの35---45%、2位THの

23---33%、3位GK13---18%と同じ様相であり、アジアの97WAおよび99U22さらに日本のJ

リーグなどの 1位THの34---41%、 2位FKの26---31%、 3位GKの14---19%の様相とは異な

り特徴的と言えよう口

1位のFKでは、 000G Jの34%(1試合当り45回)は97WAの29%(39回)および98WC

Jの38%(48回)などとほぼ同じであった。しかし、 99U22の26%(35回)に対しては多く明

らかに有意 (Pく0.01)に大であった。
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2位のTHでは、 000G Jの33%(44回)は97WAの34%(44回)および98WCJの29%(37 

回)などとほぼ同じであった。しかし、 99U22の41% (56回)に対しては少なく明らかに有意

(Pく0.01)に小であった。なお、 3位のGK、4位のOTH、5位のCKなどは他の大会と

ほぼ同じ傾向であった。

JPNと対戦チーム (OPPO)の比較では、今回の JPNのFK19% (25回)は97WAの

J P N13% (17回)および99U22のJPN12% (16回)などに対して多くいずれも明らかに有

意 (Pく0.01)に大であった。逆に、 JPNのTH17% (22回)は前回の99U22のJP N23% 

(32回)に対して少なく明らかに有意 (Pく0.01)に小であった。 GKでは、 OPPOの8%

(11回)は JPNの 7% (9回)とほぼ同じであった。従来の97WA、98WCJおよび99U22

などでは対戦チームは日本よりも GKの回数が明らかに多かったが、今回はやや異なる結果を

示し注目されよう。

l試合当りの要因別所要時間では、所要時間の長い}II買に今回の000G Jは1位FKの13分47

秒、 2位OTHの8分06秒、 3位THの7分00秒、 4位GKの6分29秒、 5位CKの4分04秒

であった。この順位は世界の98WCおよび98WCJなどの l位FK、2位OTHまたはGK、

3位THの様相とほぼ同じであり、アジアの97WAおよび99U22などの l位FK、2位TH、

3位GKまたはOTHの様相とは異なると考えられよう。

要因別 l回当りの所要時間の順位では、今回のOOOGJの順位は所要時間の長い順に l位OTH

の32.9秒、 2位CKの23.8秒、 3位GKの20.0秒、 4位FKの18.5秒、 5位THの9.5秒であっ

た。この順位は97WAの1位OTH、2位CK、3位FK、4位GK、5位THの順位とは異

なっていたが、他の大会などと同じ様相を示していた。なお、 1回当りの所要時間の順位は、

先述の要因別出現回数の比率の順位とはおおよそ逆の傾向を示し、これは従来の報告 26.31、32.34剖)

と一致していた。

要因別 1回当りの所要時間では、 THの000G Jの9.5秒は97WA、98WCJおよび99U22

などの9.6----9.9秒とほぼ同じであった。 THのJPNとOPPOの比較では、今回の JPNの

T H10.4秒はOPPOの8.5秒に対して約2秒と長く明らかに有意 (P<O.Ol)に大であり、

しかも従来の JPNの9.0----9.2秒に対しても有意 (Pく0.05)に大であった。なお、 OPPO

の8.5秒は従来のOPPOの10.1----10.6秒に対して約 2秒と短く有意(P O. 05)に小であり特

徴的であろう。

FKでは、 OOOGJの18.5秒は97WA、98WCJおよび99U22などの16.5----17.7秒とは有意

差は見られずほぼ同じである言えよう。 FKのJPNとOPPOとの比較では、今回のJPN

20. 7秒>0P P 015.6秒 (P<O.Ol)は、 97WAのJPN19.8秒>0P P 015.9秒 (Pく0.01)

および99U22のJP N18.4秒>0P P 015.3秒 (Pく0.05)などと向じ様相であり、 JPNは

OPPOに対して3----5秒と長く有意に大であった。このことはいわゆるゴFール前でシュート・

得点、をねらう FKが JP N37.1秒>0P P 030.3秒 (Pく0.1)であり、さらにその他のFK

はJPN16.1秒>0P P 012.9秒 (Pく0.01)であることなどに起因するものと考えられよう。

GKでは、前回99U22のJPNは21.7秒>OPP017.9秒 (Pく0.01)であったが、今回は

JPN19.7秒、 oP P 020.1秒と差はみられず、しかも JPNは前回よりも 2秒の短縮であっ
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たが有意差はみられなかった。

以上のことより、 JPNのTHは前回の99U22に対して出現回数の減少と 1回当りの所要時

間の増大がみられ、 FKでは逆に出現回数の増大、さらに 1回当りの所要時間の増大などがう

かがえよう。

アウトオブプレーの l回当りの所要時間の時間区分別生起率では、今回の000G Jはl位

10~20秒の33% 、 2 位10秒未満の28%の区分であり、この順位は98WC Jの1位10秒未満の

32% 、 2 位10~20秒の31%の様相とは異なっていたが、 97WAおよび99U22などの様相と同じ

であった。

10秒未満では、 JP N11. 0% (15回)はoP P 016. 7% (22回)、 99WCJのJPN18.3%
(24回)および99U22のJP N16. 8% (23回)などに対して約 6~8% (7~9 回)少なくい

ずれも明らかに有意 (PO. 01) に小であった。さらに10秒未満の要因別では、 JPNのTH

23.2% (10回)はOPPOのTH32. 8% (15回)、 98WCJのJPNのTH36. 0% (13回)お

よび99U22のJPNのTH33. 5% (1 9回)などに対して約10~13% (3 ~ 9回)少なくいずれ

も有意 (Pく0.05)に小であり、今回の JPNのTHは10秒未満において少ないことが考えら

れよう。

V 要約およびまとめ

2000年9月開催シドニ一五輪男子サッカー競技の日本五輪代表チーム出場4試合 (000G J ) 

を収録したVTRから、サッカー試合中のインプレーとアウトオブプレ一時間の比率およびア

ウトオププレーの要因別出現回数・所要時間とその比率などを検討した。結果は以下の通りで

ある O

① ロスタイムを除いた試合時間90分におけるインプレーとアウトオププレーの l試合当り

平均時間(比率)では、 000G Jは50分35秒 (56%)対39分25秒 (44%)である。

② インプレーの 1試合当りの出現回数およびl回当りの持続時間では、 000G Jは約122回、

24.9秒である。

③ アウトオブプレーの l試合当りの出現回数および l回当りの所要時間では、 000G Jは約

134回、 17.7秒であり、日本は約67回 (50%)、18.7秒である。

④ アウトオブプレーのl試合当りの要因別出現回数の比率では、 OOOGJは比率の高いものか

ら順にFK34% (45回)、 TH33% (44回)、 GK15% (20回)、 oT Hll % (15回)、 CK8%
(10回)である。

⑤ アウトオププレーの 1試合当りの要因別所要時間では、 000G Jの最も長いのはFKの13

分47秒、次いでOTHの8分06秒、 THの7分00秒さらにGKの6分29秒であり、最も短い

のはCKの4分04秒である。

⑥ アウトオププレーの要因別 l回当りの所要時間では、 000G Jは所要時間の長いものか

ら順にoT H32.9秒、 CK23. 8秒、 GK20. 0秒、 FK18. 5秒、さらにTH9.5秒である口
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なお、この順位と出現回数の比率の順位とはほぼ逆の様相であるD

⑦ アウトオブプレーの時間区分別の生起率では、 000G Jの最も多いのは10---20秒の33%で

あり、次いで10秒未満の28%である。

③ 日本と対戦チームとのアウトオププレーの比較では、日本のTH (J P NlO.4秒>opp

08.5秒)およびFK (J P N20. 7秒>0P P 015.6秒)などの l回当りの所要時間は対戦

チームに対していずれも明らかに長い (Pく0.01)。

本研究の一部は平成12年度帝塚山大学人間環境科学研究所特別研究費補助金により行われた。
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